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この機関紙は、共同募金の配分金が一部使われています。
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新
年
明
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

常
日
頃
よ

り
村
民
皆
様
に
は
、
福
祉
事
業
充
実
の
た

め
に
多
大
な
る
ご
指
導
、ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
百
年
に
一
度
と
い
う
程
の
台

風
十
九
号
に
よ
る
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
嬬

恋
村
で
も
大
災
害
が
、
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
嬬
恋
村
と

協
議
し
、
設
立
以
来
、
初
め
て
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
安
心
、
安
全

を
心
が
け
、
被
災
者
の
皆
様
に
寄
り
添
っ

た
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
興
に
支
援
で
き
ま
し
た
こ
と
、

四
二
〇
名
余
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
は
、
地
域
福
祉
、
通

所
介
護
、
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
、
居
宅

介
護
支
援
、
障
害
福
祉
等
の
介
護
保
険
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
利
用
者
様
の
笑

顔
と
と
も
に
新
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

「
我
が
事
丸
ご
と
」
の
地
域
共
生
社
会

の
推
進
を
す
る
、
生
活
支
援
体
制
づ
く
り

を
昨
年
よ
り
嬬
恋
村
か
ら
委
託
を
受
け
ま

し
た
。

　

買
い
物
支
援
と
し
て
「
買
い
物
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
お
届
け
隊
」
の
買
い
物
届
け
と
、

「
買
い
物
支
援
バ
ス
」
の
運
行
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
「
み
ん
な
の
水
曜
食
堂
」
等
新
た
な

事
業
を
展
開
し
多
く
の
皆
様
か
ら
、
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
加
え
て
障
害
者
支
援
の
体
制

づ
く
り
等
も
検
討
し
更
な
る
福
祉
の
充
実

に
努
め
、
安
心
、
安
全
な
福
祉
充
実
の
村
、

住
ん
で
良
か
っ
た
村
、
こ
れ
か
ら
も
住
み

た
い
村
づ
く
り
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誰
も
が
役
割
と
、
生
き
が
い
を
持
て
る
、

 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

 

嬬
恋
村
社
会
福
祉
協
議
会
長　

下
谷　

博

群馬県社会福祉大会に参加群馬県社会福祉大会に参加
　11月22日（金）に昌賢学園まえばしホールにおいて「人々がともに心を寄せ合い、誰もが役割と生きがいを
持てる地域共生社会へ」をテ－マに、令和元年度群馬県社会福祉大会が開催され、嬬恋村からは民生委員の方な
ど18名が参加しました。
　記念講演では、「医療ケアがあっても安心して暮らし、学びたい」と題し元ＮＨＫアナウンサー内多勝康氏の
講演が行われました。
　式典では、福祉に貢献のあった個人、団体への群馬県知事、群馬県社会福祉協議会会長からの表彰状の授与及
び感謝状の贈呈が行われました。
　その後、福祉ボランティア顕彰受賞校による活動状況発表や大会宣言の決議が行われました。

嬬恋村の受賞者は以下のとおりです。（敬称略）

県知事表彰　
◎社会福祉事業等従事者表彰
　佐藤さゆり　（嬬恋村社会福祉協議会職員）
　滝沢はるみ　（嬬恋村社会福祉協議会職員）
　山﨑かつい　（嬬恋村社会福祉協議会職員）

県社協会長表彰
◎社会福祉施設及び団体の役職員功労者
　橋詰　未榮　（社会福祉法人のどか理事長）
　宮﨑　正勝　（嬬恋村遺族会・嬬恋村老人クラブ連合会　会長）
　佐賀とも江　（嬬恋村社会福祉協議会職員）
　篠原　秋子　（嬬恋村社会福祉協議会職員）
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

皆
様
の
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
会
費
は
、
老
人
福
祉
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
地
域
ご
と
の
納
入
状
況
を
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
特
別
会
費
と
し
て
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。

令和元年度
嬬恋村社会福祉協議会　会費納入状況

一般会費 特別会費 合　　計

地区名 件数（口数） 金額（円） 件数（口数） 金額（円） 件　数 金額（円）

田　代 366 366,000 6 60,000 372 426,000

干　俣
310

（311口数）
311,000 6 60,000

316

（317口数）
371,000

大　笹 377 377,000 4 40,000 381 417,000

大　前 250 250,000 14 140,000 264 390,000

西　窪 99 99,000 3 30,000 102 129,000

門　貝 33 33,000 0 0 33 33,000

三　原 259 259,000 15 150,000 274 409,000

鎌　原 394 394,000 4 40,000 398 434,000

芦生田 196 196,000 6 60,000 202 256,000

袋　倉 59 59,000 1 10,000 60 69,000

今　井 169 169,000 4 40,000 173 209,000

万　座 0 0 1 10,000 1 10,000

合　計
2,512

（2513口）
2,513,000 64 640,000

2,576

（2577口）
3,153,000

令和元年12月23日　現在

特　

別　

会　

員

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

１
口
１
万
円

１
口
１
万
円
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災害ボランティアセンターを開設しました
　台風19号の豪雨災害により嬬恋村も河川の氾濫・土砂崩れ等による甚大な被害を受けました。嬬恋村社会福祉

協議会では、10月17日から11月３日までの間、災害ボランティアセンターを設置し、被災者の支援にあたりました。

　村内外から延べ421名のボランティアの方々が、被災者から要請のあった家屋等の泥出しや清掃、ゴミの撤去

等などの作業にあたっていただきました。

　嬬恋村の復旧・復興にご尽力をいただいたボランティア、関係機関の皆様には心よりお礼申し上げます。

嬬恋村災害ボランティアセンター活動報告

【設置期間】　　　10月17日（木）～11月３日（日）
【主な活動内容】　屋内外の泥出し・ゴミの撤去・引っ越し　等
【ボランティア受入人数】延べ421名
※傾聴のボランティア（心のケア）については、現在も引き続き活動してい
ただいています。

支援物資ありがとうございます。

　この度の豪雨災害の復旧のため、多くのお心のこもった支援物資を賜りまして心より御礼申し上げます。

 （敬称略・団体のみ掲載）

　大正製薬・ユニクロ・読売新聞社・豊中市社会福祉協議会・草津町社会福祉協議会

台風１９号豪雨災害
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健康教室日程表

日　時
午前
10：00

～

11：30

午後
１：30

～

３：00

１月24日
（金）

干　俣 田　代

１月30日
（木）

芦生田 袋　倉

２月５日
（水）

西　窪 門　貝

２月13日 
（木）

大　前 大　笹

２月17日
（月）

三　原 鎌　原

２月19日
（水）

今　井

理事・評議員を紹介します

役職変更による本会役員（理事）の改選、評議員の補充選任が承認されましたので紹介致します。

　理事　滝沢　　操　　民生委員児童委員

健康づくり教室を開催します　健康づくり教室を開催します　◇ご参加下さい◇ご参加下さい◇◇

評議員名簿　　　　令和元年12月18日現在
№ 氏　　名 選出母体 № 氏名 選出母体 № 氏名 選出母体

1 松本　　幸 議会議員 8 髙丸　和江 教育関係 15 唐沢　忠夫 福祉団体

2 深田　憲一 民生児童委員 9 山本　徳幸 教育関係 16 黒岩　清一 福祉団体（事業者）

3 古川富美子 民生児童委員 10 下谷　　誠 区　　長 17 伊瀨知　敦 学識経験

4 黒岩　祐子 民生児童委員 11 宮﨑　昭洋 福祉団体 18 加部よし子 福祉団体

5 久保八百子 民生児童委員 12 坂口　志穂 福祉団体 19 滝澤きみ子 福祉団体

6 下谷みゆり 民生児童委員 13 黒岩今朝夫 福祉団体 任期：令和２年度決算の定時評議員会
　　　の終結の時まで
※　太字の方は補充選任の方7 羽鳥　民子 行政関係 14 黒岩ちえみ 福祉団体
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シルバ－人材センタ－

◎第10回（令和元年度）
県老連グラウンドゴルフ大会　
　10月31日（木）
　前橋市北部運動場　
　県内360チーム1,080人が参加し熱戦を繰り広げました。
　嬬恋からは、吾妻郡大会で選出された「三原ろチーム」
６名で吾妻郡老連Ｂチームとして参加しました。

◎第５回嬬恋村キャベツゲートボール大会
　10月18日（金）　嬬恋村運動公園
　群馬県内から50チーム250名以上の方が参加し熱戦を
繰り広げました。
　嬬恋村からも競技委員として50名が大会の運営をおこ
ない、選手として６チーム30名が参加しました。

大会結果　（敬称略）
・村老連秋季ゴルフ大会
　10月17日（木）プリンスランドゴルフクラブ　74名参加
　　優　勝　　山﨑孝四郎（鎌原）　
　　準優勝　　山﨑　恒成（袋倉）
　　第３位　　宮﨑　政七（三原）
　女子の部
　　優　勝　　一場　由紀（袋倉）
　　準優勝　　山﨑　節子（袋倉）
　　第３位　　鈴木　秀子（鎌原）
　エージシュート　
　　山﨑孝四郎、宮崎名頭、宮崎四五六

　12月５日（木）嬬恋村デイ
サービスセンターにおいて、グ
リーンライフ東日本株式会社の
機能訓練指導員・理学療法士の
笠原聖吾先生を講師にお招き
し、住民の方向けの介護講習会
が開催されました。当日は９名の方に参加いただき、ロコ
モティブシンドロームや認知症の話、立ち上がり方につい
てなど実技を交えた講習会でした。日常生活で使える腰痛
予防のコツや、実際に介護で使える福祉用具の紹介などを
していただきました。

村老連

介護教室

嬬恋きたしん会　様 100,000 円　
有限会社黒岩運輸　様 100,000 円
嬬恋村赤十字奉仕団　様 13,200 円
櫻井慶一　様 200,000 円
福祉ふれあいまつり実行委員会 様 150,000 円
　　　　　　（安中市社会福祉協議会）
匿　名 500,000 円
妻の手しごと・嬬恋村地域おこし協力隊様 44,420 円

ご寄付をありがとうございました。

　集まったエコキャップは、エコキャップ推進協会を通じてＪＶＣ（ＮＰＯ法人世界の子供たちにワ
クチンを日本委員会）へ寄付されています。
　引き続きご協力をお願いします。

◎大勢の皆様にご協力いただきましたが、紙面の都合上団体の方のみを紹介させていただきます。
 （敬称略）
　袋倉ボランティアさつき会　今井ゲートボール場　嬬恋村役場　一場モータース　渡辺建設（株）　
　嬬恋村商工会女性部　嬬恋村立嬬恋中学校　鎌原ボランティアひまわり会　しらかばの会

エコキャップ　ご協力ありがとうございました。

嬬恋村商工会女性部のみなさん

嬬
恋
き
た
し
ん
会
様

・視察研修
　11月20日（水）16名の会員が参加し、片品村シルバー
人材センターへ視察研修を行いました。片品村シルバー人
材センターの事業内容や受注状況等の説明を伺った後、質
疑応答にて情報の交換をしました。マグネットシートにシ
ルバー人材名と電話番号を記載したものを車に貼り付けて
いる様子は、嬬恋村シルバー人材センターも早急に取り入
れたいとの話題になりました。
　その後、紅葉が見頃の吉祥寺や道の駅川場田園プラザに
立ち寄り、観光や買い物も楽しんできました。
・門松・お正月用リース作り
　11月25日（月）より年
末恒例となりました門松・
リース作りを行いました。
作業場の準備や松切り、竹
切りに始まりすべてが手
作りで仕上げられていま
す。門松作りの知名度も上
がり、年々注文数も増え、多くの方にご注文をいただきま
した。（ご注文をいただいた皆様ありがとうございました。）



令和２年１月15日 第194号　（8）つまごい社協だより

会　場 日　程 対象者

ほほ笑みカフェ いきいき交流センター
（嬬恋村商工会隣り）

毎月第３金曜日
午前９時 30 分～ 12 時

認知症の方やそのご家族だ
けでなく認知症に関する相
談・介護相談もおこなって
います。

なかよしクラブ　カラオケ 長野原町老人福祉センター 毎月第１土曜日
午前 10 時～ 12 時

知的障害等をお持ちの方、
関心のある方はどなたでも。アトリエもく 東部小学校　図工室 毎月第２土曜日

午前 10 時～ 12 時

ダンス・ダンス・ダンス 東部小学校連携棟
多目的ホール

毎月第４土曜日
午前 10 時～ 12 時

みんなの水曜食堂 いきいき交流センター
（嬬恋村商工会隣り）

毎週水曜日
午後４時 30 分～７時

お子さんを中心に、障害の
ある方、高齢者の方など（食
堂利用には申込みが必要で
す。）

利用方法 会　場 利用料金 利用日 対象者

買い物お届隊 事前に登録が必要です。　　　　　１回500 円

基本的に週１回　　　　　　　　　　　
お店で買い物をして
お届けします。（買い
物かご１つに収まる
程度）

70 歳以上の一人暮らしの
方、75 歳以上の二人暮ら
しの方。

買い物バス
バス（ワゴン車）で自宅に
迎えに行き、村内のお店で
買い物ができます。

無料
毎月第３木曜日（年末
年始は利用日が変わ
ることがあります。）

70 歳以上の一人暮らしの
方、75 歳以上の二人暮ら
しの方。

※問合せ：嬬恋村社会福祉協議会　　TEL ９６－１６１１

●●●お知知らせせ●●●

【買い物支援】

シルバー人材センターシルバー人材センター
工芸等各種交流講習会を実施します。
　１月22日（水）から３月25日（水）までの間、毎週
水曜日、手工芸等講習会、交流会を実施します。布ぞう
り、梱包用ＰＰテープを使ったカゴ作り、冬期間の交流
の場、情報交換の場として会員はもちろんのこと、会員
以外の方の参加も大歓迎です。ぜひ、お出かけ下さい。

こんな仕事をしています
　落ち葉片付け・草刈り・剪定・薪割り・軽農作業・
襖張り・障子張り・網戸張り・掃除　などなど…
＊剪定等の高所作業は３メ－トル以内に限らせていた
だきます。

会
員
募
集

・村内に在住　・概ね 60歳以上　
・健康で働く意欲のある人
・年会費　1,500 円です。
　詳細はセンタ－までおたずね下さい。

問合せ
　　嬬恋村シルバ－人材センタ－（嬬恋社協内）
　　電話　９６－１６１１

◇と　き　令和２年３月７日（土）
　　　　　午後１時30分から
　　　　　（受付　午後１時より）

◇ところ　嬬恋会館　大ホール

◇プログラム
　第１部　式　典　社会福祉功労者の表彰

　第２部　講演会
　　　　　講　師　コント山口君と竹田君
　　　　　演　題　「ボケないためにボケまくる！　　
 これがボケないための常備薬」
　　　　
　主　催　嬬恋村・嬬恋村社会福祉協議会
　問合せ　嬬恋村社会福祉協議会
　　　　　電話　９６－１６１１

嬬恋村社会福祉大会を嬬恋村社会福祉大会を
開催します。開催します。


